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研究成果の概要：本研究は 19・20 世紀の世界の「啓蒙」の受容・変形・批判の諸相の検討と

18 世紀欧州の｢啓蒙｣の再検討とを行い、1）18 世紀の思想を同時代の社会史・政治史と照らし

つつ新たな解釈を提示する、2）「啓蒙」に近代の政治・社会の基本構想の起源を認め、それが

19 世紀以降いかに批判されつつ受容されたか解明する、3）近代の諸学やそれらへの批判をは

らむ知的な革新が「啓蒙」ともつ関係を解明する、という３点に努めた。 
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総 計 15,100,000 4,530,000 19,630,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学・思想史 
キーワード：社会思想史 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 本研究では、「啓蒙」を、18 世紀ヨーロッ
パの思想潮流を指示する時代概念と、近代社
会の組織化・再組織化に際しての鍵概念とす
る二重の射程を持ったものとして位置づけ
た上で、西欧諸国のみならず、アジア、アメ
リカ、ロシアなどを含めた世界的な展望のも
とに、思想史・社会学・文学・芸術学・科学
史などの多分野の 18 世紀研究者と 19 世紀・
20 世紀の研究者を募り、およそフランス革命
以後の世界における「啓蒙」の理念と実践の
諸様態についての学際的・総合的な歴史研究
を行うべく構想された。 

 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、19 世紀以降の世界における｢啓

蒙｣の理念と実践の諸様態について、包括的
で・統一的なヴィジョンをもった歴史叙述を
提出することを第一の目的とした。そして、
この歴史叙述を通じて、近代史において「啓
蒙」が果たしてきた肯定的・否定的機能の偏
差とともに恒常性を明らかにし、近代的な諸
制度や実践の動揺が指摘される現在の状況
において、われわれがなお「啓蒙」から受け
継いでいるものは何か、あるいはまた「啓蒙」



の何を・どのように受け継ぐことができるか
を提起することを第二の目的とした。 

 

 
３．研究の方法 
 
 上記の目的のために本研究は、①「啓蒙」
概念の理論的展開を研究することを課題と
した系譜学的手法と、②「啓蒙」思想・その
概念と実践の、地域的分布の史的過程を確認
するとともに、その変容を跡付ける作業とし
ての比較史的手法、という２つの主要な方法
論を採用した。 
 
４．研究成果 
 

本研究はまず 20 世紀における「啓蒙」研

究史を読み直し、各研究者の「啓蒙」概念の

多様性と拡がりとを確認したのちに、１）19
世紀から 20世紀にかけての世界における「啓

蒙」の受容・変形・批判の諸相の検討、２）

18 世紀ヨーロッパのいわゆる｢啓蒙｣の時代

の再検討の２つを主要な課題として研究を

進めた。特に１)の主題からは、本研究は西

欧・非西欧世界の交渉史の実相の確認にもそ

の研究の射程を拡大し、ロシア・アメリカ・

アジアにおける思想・概念の変容と連鎖とを

問うた。これらは地理的な拡大と変容とを地

位づけると共に、そこからの逆照射として

「西欧」の意味内容とその史的展開について

の再検討にもつながった。この問題意識から、

西欧の思想史の問題系もさらに読み直しが

なされた。そしてこれらの議論から発展して、

本研究の活動としては、1）18 世紀の思想を

同時代の社会史・政治史とつきあわせながら

新たな解釈を提示する試み、2）「啓蒙」に近

代の政治や社会の基本構想を生み出した起

源を認め、それが 19 世紀以降どのように批

判されつつ受容されていったかを明らかに

する試み、3）近代の諸学（医学・法学・社

会学など）や、それらの諸学への批判をはら

む知的な革新（精神分析など）が「啓蒙」と

とりもつ関係を明らかにする試み、の３つへ

と分析の焦点を整理し、これに沿いながら各

員の担当する研究課題について研究報告と

討議とをおこなった。 
これらの討議の記録はすべてホームペー

ジで公開するとともに、研究活動の成果をま

とめた報告書を一般書として刊行すること

を予定している。 
(http://kyodo2.zinbun.kyoto-u.ac.jp/~lumie
res/) 
また、18 世紀ヨーロッパの啓蒙および

19・20 世紀の啓蒙研究・啓蒙論の主要文献

の収集を行ない、京都大学人文科学研究所図

書室に今後も多くの研究者にとって有益た

りうる研究基盤を構築できた。 
さらにヨーロッパの啓蒙論アンソロジー

（ 翻訳論集）について、テクストの選定と

翻訳の作業を引き続き進めている。 
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